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フ
ラ
ン
ス
式
を
採
用
し
た
幕
府
陸
軍
の
後
継
者
で
あ
る

沼
津
兵
学
校
か
ら
輩
出
し
て
明
治
陸
軍
の
将
校
と
な
っ
た

人
々
は
、
当
初
は
明
治
政
府
の
陸
軍
が
フ
ラ
ン
ス
式
と
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
当
然
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
流
の
陸

軍
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
長
く
学
び
、
身
に
付
け
た
。

下
の
表
は
、
沼
津
兵
学
校
の
教
授
・
生
徒
、
沼
津
兵
学

校
附
属
小
学
校
の
生
徒
、
沼
津
病
院
の
生
徒
な
ど
、
沼
津

兵
学
校
関
係
人
物
の
う
ち
、
海
外
留
学
を
体
験
し
た
者
の

派
遣
先
を
国
別
に
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
に
留

学
し
た
西
・
赤
松
は
オ
ラ
ン
ダ
、
山
内
・
熊
谷
は
フ
ラ
ン

ス
で
あ
る
が
、
維
新
後
に
留
学
し
た
者
た
ち
の
場
合
、
フ

ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
た
陸
軍
軍
人
が
目
立
つ
ほ
か
、
イ
タ

リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
国
々

も
派
遣
先
に
加
わ
っ
て
い
る
。
特
に
ド
イ
ツ
は
、
陸
軍
と

医
学
の
分
野
で
多
く
の
日
本
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
先

と�

な
っ
た
。
陸
軍
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
式
か
ら
ド
イ
ツ
式

に�

切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
普
仏
戦
争
に
勝
利

し
、
統
一
を
な
し
と
げ
、
急
速
に
躍
進
す
る
ド
イ
ツ
帝
国

の
姿
は
、
後
発
の
日
本
に
と
っ
て
は
模
範
と
す
べ
き
存
在

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
陸
軍
大
将
井
口
省
吾
、
医
学
博
士

榊
俶
・
荻
生
録
造
・
宇
野
朗
ら
の
成
功
の
背
景
に
、
ド
イ

ツ
留
学
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

幕
末
に
オ
ラ
ン
ダ
で
西
洋
の
学
問
を
学
び
取
っ
た
西
周

も
、
明
治
期
に
な
る
と
ド
イ
ツ
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
専

門
と
す
る
哲
学
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
界
に
お

い
て
ド
イ
ツ
の
占
め
る
高
い
位
置
が
よ
り
明
確
に
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
校
長
を
つ
と
め

た
学
校
と
し
て
は
（
京
都
や
東
京
で
開
い
た
私
塾
は
別
に

し
て
）、
沼
津
兵
学
校
と
も
う
一
つ
、
独
逸
学
協
会
学
校
が

あ
る
。
現
在
の
獨
協
大
学
や
獨
協
中
学
校
・
高
等
学
校
の

ル
ー
ツ
に
あ
た
る
同
校
は
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）

に
東
京
で
開
校
し
た
。
西
は
そ
の
初
代
校
長
（
明
治
一
六

～
二
〇
年
）
と
な
っ
た
。

学
校
の
設
立
母
体
と
な
っ
た
一
四
年
（
一
八
八
一
）
結

成
の
独
逸
学
協
会
は
、
民
権
派
（
英
仏
派
）
に
対
し
国
権

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
ド
イ
ツ
文
化
の
移
入
・
振
興
を

目
的
と
し
た
団
体
で
あ
り
、
二
二
年
（
一
八
八
九
）
時
点

の
会
員
名
簿
で
は
、
沼
津
兵
学
校
関
係
者
の
う
ち
西
周
・

橋
爪
源
太
郎
（
兵
学
校
寄
宿
舎
生
徒
、
大
学
南
校
で
ド
イ

ツ
語
専
攻
）・
和
達
孚
嘉
（
沼
津
郡
政
役
所
郡
方
、
旧
名
雄

次
郎
）
が
含
ま
れ
る
。
沼
津
兵
学
校
で
教
え
ら
れ
た
の
は

英
仏
語
で
あ
り
、
静
岡
学
問
所
の
よ
う
に
学
科
に
ド
イ
ツ

語
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
関
係
者
・
出
身
者
た

ち
の
一
部
は
、
明
治
の
世
相
や
学
術
界
の
趨
勢
か
ら
影
響

を
受
け
、
ド
イ
ツ
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

西
が
独
逸
学
協
会
学
校
の
校
長
を
つ
と
め
た
こ
と
は
、
そ

の
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
蛇
足
な
が
ら
、
静
岡
学
問
所

で
ド
イ
ツ
語
を
担
当
し
た
近
藤
鎮
三
・
相
原
重
政
（
松
波

升
次
郎
）
も
独
逸
学
協
会
会
員
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
相

原
安
次
郎
・
石
川
千
代
松
・
加
藤
弘
之
・
永
峰
弥
吉
・
原

退
蔵
・
人
見
寧
・
森
醇
ら
、
そ
の
他
の
旧
幕
臣
・
静
岡
藩

関
係
者
も
会
員
中
に
見
出
せ
る
。�

（
樋
口
雄
彦
）

シ
リ
ー
ズ
　
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材 

111

沼
津
兵
学
校
関
係
人
物
と
ド
イ
ツオランダ留学時の西周

当館蔵

ドイツ留学時の井口省吾
個人蔵

榊俶
榊愛彦氏提供

留学先 人　　名

オランダ 西周　赤松則良

フランス 山内勝明　熊谷直孝　加藤泰久
小島好問　村田惇　天野富太郎

イタリア 山口　勝　栗山勝三　村田惇

イギリス 石橋絢彦　真野文二

アメリカ 渡瀬庄三郎　（服部綾雄）

ド イ ツ 井口省吾　榊俶　渡部朔
荻生録造　（宇野朗）

（　）内は沼津病院生徒、および附属小生徒だった事実に
疑問のある者。海外視察・海外赴任は含まない。

沼津兵学校関係人物の海外留学先



江
原
素
六
は
、
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
禁
酒
運
動
に
携
わ
っ
た
が
、
も
と
も
と
酒

に
は
強
く
、
若
い
頃
に
は
大
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
講
演
録
の
中
に
は
、
そ

の
こ
と
を
自
ら
告
白
し
た
も
の
が
あ
る
。
要
約
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
無
二
の
親
友
」
だ
っ
た
藤
沼
牧
夫
は
、「
漢
学
者
に
し
て
剣
術
の
名
人
」
で
も
あ
り
、
山

岡
鉄
舟
に
も
信
頼
さ
れ
た
人
物
だ
っ
た
。
藤
沼
は
品
川
・
清
水
間
で
航
海
事
業
を
起
こ
す
た

め
、
大
金
で
蒸
気
船
を
購
入
し
た
が
、
品
川
沖
を
出
航
す
る
際
に
汽
缶
が
爆
発
す
る
と
い
う

事
故
が
あ
り
、
縁
起
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
そ
の
船
を
「
阿
波
の
豪
商
井
上
甚
太
郎
」
に
売

却
す
る
こ
と
と
し
た
。
江
原
は
そ
の
蒸
気
船
購
入
時
に
不
足
分
「
千
百
円
」
を
藤
沼
に
貸
し

て
い
た
た
め
、
そ
れ
を
取
り
返
す
べ
く
急
い
で
沼
津
か
ら
上
京
し
た
も
の
の
、
築
地
や
下
谷

で
芸
者
を
あ
げ
て
の
藤
沼
の
遊
興
に
巻
き
込
ま
れ
、
二
人
し
て
飲
み
歩
き
、
船
一
隻
分
の
代

金
を
使
い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（「
勤
労
と
快
楽
」『
江
原
素
六
先
生
伝
』、
講
演
・
四

六
～
四
七
頁
）。
江
原
に
と
っ
て
は
、
若
気
の
至
り
、
あ
る
い
は
「
武
勇
伝
」
と
も
い
う
べ
き

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
藤
沼
と
い
う
人
物
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

時
点
で
は
静
岡
藩
の
開
墾
方
に
属
し
、
そ
の
記
録
掛
の
任
に
あ
っ
た
（『
静
岡
御
役
人
附
』）。

遠
州
牧
之
原
の
字
瓜
ケ
沢
な
ど
に
開
墾
地
を
所
有
し
（『
牧
之
原
士
族
開
墾
地
絵
図
面
』）、
開

拓
に
従
事
し
た
わ
け
で
あ
り
、
山
岡
鉄
舟
と
の
人
脈
も
そ
の
関
係
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
後
は
、
中
泉
郡
政
役
所
な
ど
に
勤
務
、
廃
藩
後
は
浜
松
県
十
一
等
出
仕
、
静
岡
県
十
等

出
仕
、
九
等
出
仕
、
権
典
事
、
権
大
属
な
ど
を
歴
任
し
、
六
年
（
一
八
七
三
）
一
二
月
三
日

に
県
庁
を
免
職
と
な
っ
て
い
る
（『
明
治
初
期
静
岡
県
史
料
』
第
一
巻
）。
明
治
三
年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
遠
州
磐
田
郡
で
起
き
た
農
民
た
ち
に
よ
る
大
池
開
墾
紛
議
で
は
、「
中
泉
郡
方
御

頭
藤
沼
蒔
雄
」
と
し
て
史
料
に
登
場
す
る
（『
大
池
事
件
と
松
岡
霊
社
』）。
明
治
七
年
時
点
で

二
八
歳
で
あ
り
、
江
原
よ
り
四
歳
ほ
ど
年
下
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
五
年
八
月
か
ら
九
月
に

か
け
て
は
、
山
梨
県
で
起
き
た
農
民
騒
擾
（
大
小
切
騒
動
）
を
鎮
圧
す
る
た
め
、「
惣
括
」
と

し
て
狙
撃
隊
、
す
な
わ
ち
沼
津
在
住
士
族
二
〇
〇
名
を
率
い
出
兵
し
て
い
る
（
大
庭
晃
「
旧

幕
臣
坂
上
鉄
太
郎
「
日
記
」」『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
』
30
）。
七
年
四
月
、
静
岡
県
が
静
岡
学

問
所
の
後
身
賤
機
舎
の
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し
て
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
雇

用
し
た
際
に
は
、
人
見
寧
と
と
も
に
「
藤
沼
牧
夫
代
理
」
と
し
て
杉
山
孫
六
が
「
条
約
書
」

に
署
名
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
の
学
事
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

藤
沼
が
賤
機
舎
に
関
与
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
二
人
の
親
交
は
、
静
岡
藩
時
代
で
は
な

く
、
江
原
が
学
区
取
締
と
な
っ
た
時
期
、
す
な
わ
ち
廃
藩
後
の
学
事
に
関
わ
る
頃
か
ら
生
じ

た
も
の
か
。
ま
た
、
蒸
気
船
購
入
の
件
は
、
多
額
の
金
を
動
か
し
て
い
る
点
か
ら
、
個
人
の

仕
事
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
静
岡
藩
あ
る
い
は
静
岡
県
の
事
業
、
具
体
的
に
は
静
岡
の

常
平
倉
（
静
岡
商
法
会
所
の
後
身
）
や
沼
津
商
社
会
所
に
関
わ
る
こ
と
だ
っ
た
の
か
？
　
江

原
の
談
話
に
登
場
す
る
阿
波
の
豪
商
井
上
甚
太
郎
と
は
、
近
世
中
期
か
ら
沼
津
宿
で
藍
商
・

金
融
業
を
営
ん
だ
阿
波
国
小
松
島
出
身
の
豪
商
、
鹿
島
屋
甚
太
郎
（
第
九
代
）
こ
と
井
上
三

千
太
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
浜
松
県
の
茶
輸
出
事
業
に
も
関
与
し
た
（『
静
岡
県
史
資
料
編

16
』、
九
九
三
頁
、
一
〇
〇
〇
頁
）。
当
初
藤
沼
は
浜
松
県
に
奉
職
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
蒸
気
船
は
浜
松
県
で
の
製
茶
事
業
に
関
係
す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
し
、
当
時
井
上
が
保
有
し
た
蒸
気
船
は
明
治
三
年
に
徳
島
藩
か
ら
譲
り
受
け
た

鵬
翔
丸
（
旧
名
戊
辰
丸
）
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
（『
徳
島
藩
の
史
的
構
造
』、
一
九
七
五

年
、
名
著
出
版
）、
そ
の
点
は
合
致
し
な
い
。

沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
黒
川
正
は
、
大
正
期
の
回
想
録
に
お
い
て
、「
江

原
翁
や
藤
沼
牧
夫
、
人
見
寧
、
梅
沢
敏
の
諸
君
も
当
時
の
高
等
壮
士
で
あ
つ
た
」
と
述
懐
し

て
い
る
（「
静
岡
時
代
の
回
顧
（
一
）」『
静
岡
民
友
新
聞
』
一
九
一
三
年
八
月
一
五
日
、『
静

岡
県
近
代
史
研
究
』
第
二
三
号
に
転
載
）。
す
な
わ
ち
、
明
治
初
年
に
お
い
て
、
藤
沼
は
人

見
・
梅
沢
・
江
原
ら
と
並
ぶ
、
一
種
の
壮
士
（
志
士
的
な
気
概
を
持
っ
た
血
気
盛
ん
な
青
年
）

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
人
見
は
箱
館
戦
争
の
生
き
残
り
、
梅
沢
も
奥
羽
で
の

脱
走
・
抗
戦
経
験
者
だ
っ
た
し
、
江
原
の
前
歴
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
藤
沼
に
つ

い
て
は
、
新
政
府
軍
と
戦
っ
た
回
天
隊
の
隊
長
「
藤
沼
幸
之
丞
」
と
同
一
人
物
か
と
す
る
文

献
も
あ
る
が
（
東
光
司
『
徳
川
脱
藩
人
事
典
』、
二
〇
一
九
年
、
徳
川
脱
藩
人
調
査
会
）、
幸

之
丞
は
下
総
で
戦
死
し
た
と
も
い
わ
れ
、
確
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

江
原
素
六
が
残
し
た
文
書
の
中
に
は
、
藤
沼
か
ら
の
書
簡
が
一
八
通
も
残
り
、
事
業
・
借

金
・
身
内
の
葬
儀
の
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
、
確
か
に
二
人
が
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
こ
と
が
裏

付
け
ら
れ
る
。
そ
の
内
の
一
通
に
は
、「
西
洋
形
船
舶
」
云
々
と
い
っ
た
内
容
が
あ
り
（
当
館

蔵
・
江
原
文
書
Ｅ
‐
a
‐
549
）、
江
原
が
語
り
残
し
た
蒸
気
船
購
入
の
一
件
と
関
係
す
る
も

の
か
も
し
れ
な
い
。
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
手
紙
が
多
い
が
、
中
に
は
「
四
十
三
年
十
二

月
十
五
日
」
の
日
付
が
入
っ
た
も
の
も
あ
り
、
明
治
後
期
ま
で
健
在
だ
っ
た
よ
う
だ
。
江
原

の
日
記
に
は
、
静
岡
の
藤
沼
を
訪
問
し
た
り
、
そ
の
逆
が
あ
っ
た
り
、
手
紙
が
到
来
し
た
と

い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
か
ら
そ
の
翌
年
頃
ま
で

は
頻
繁
な
交
際
が
続
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
年
時
点
で
藤
沼
は
、
静
岡
馬
場
町
や
安
倍

郡
大
岩
村
に
居
宅
を
所
持
し
て
い
た
（『
駿
遠
に
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』
第
四
編
）。

�

（
樋
口
雄
彦
）

江
原
素
六
と
そ
の
周
辺 
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第21回明治史料館 館蔵資料展
「殿さまたちのときめくキャンバス　～歴代沼津藩主の書画～」

日　時 9月5日（木）～9月26日（木）

内　容 初代沼津藩主水野忠友から、幕末の沼津の藩主水野忠敬までの8人の 歴代藩 

 主の書画などを、人間味溢れる逸話を添えて展示します。

場　所 沼津信用金庫本店ストリートギャラリー　

 沼津市大手町5丁目6-16

　本展は、富士・沼津・三島三市博物館協議会で隔年開催している巡回
展です。

　富士市・沼津市にまたがる愛鷹山や三島市にかかる箱根山西麓に

は、数多くの旧石器時代の遺跡があります。愛鷹・箱根西麓には約38，

000年前から人が住み始めていることが分かっており、遺跡からは多

数の石器（石の道具）の他、旧石器時代では珍しい陥し穴や石で囲って

作った炉（調理場）といった生活の痕が見つかっています。

　今回の展示では、愛鷹・箱根西麓の旧石器時代について解説すると

ともに、1977年に日本で始めて旧石器時代の遺跡として国指定史跡と

なった休場遺跡（沼津市）について紹介しています。

　また、「旧石器クイズ」の参加者にはオリジナルのクリアしおりをプ

レゼントしています！

謎解き！沼津歴史探偵

日　時 7月24日（水）～8月28日（水） 

内　容 謎解きを通して沼津市の歴史について学びます。

対　象 どなたでも

参加費 不要（観覧料は必要　市内小中学生は無料）

申込み 受付でお申し出ください

古文書解読入門講座

日　時　10月5日～11月2日の土曜日　全5回
 9時30分～11時30分
内　容　古文書に初めて触れる方を対象に、郷土の史料 
 をテキストとして、自分の手で歴史をひもとく 
 楽しさを味わいながら、くずし字を読めるよう 
 学習します。
定　員 10名（先着順）
参加費 無料
持ち物　筆記用具、くずし字辞典（持っている人）
申込み　9月10日（火）　9時から電話または直接ナゾトキーヌ

そろくん

７代水野忠誠筆「寿雲」▶
◀２代水野忠成画猿猴図

▼展示の様子▼

館外展示のお知らせ

富士・沼津・三島三市博物館巡回展
「石器とくらし―愛鷹・箱根西麓の旧石器文化とその周辺―」開催中！

【沼津会場】６月29日（土）～９月１日（日）

催しものの御案内


